
司
会
⽇
池
田
弓
子
(
公
民
館
70
周
年
事
業
を
と
も
に
考
え
る
会
) 

 

１
⁔—

 

記
念
式
典 —

 

13
時
00
分
卛
13
時
25
分 

 
 

 
 

・
趣
旨
説
明 

・
市
⾧
・
教
育
⾧
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

・
コ
ổ
ラ
ス
グ
ル
ổ
プ
「
ハ
ổ
ト
ヴ
Ỿ
イ
ス
」
合
唱 

 

２
⁔—— 

公
民
館
で
活
動
す
る
市
民
の
リ
レ
勖
ト
勖
ク ——  

13
時
25
分
卛
13
時
55
分 

 
 

 
 

登
壇
者 

・
北
島
多
佳
子
(
障
害
を
こ
え
て
と
も
に
自
立
す
る
会
) 

 
 

 
 

・
杉
原
広
子
(
近
代
思
想
研
究
会
) 

 
 

 
 

・
三
谷
桂
子
(
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

日
本
語
サ
ポ
ổ
ト
) 

 
 

 
 

・
森
川
健
治
(
身
体
表
現
講
座
参
加
者
) 

 
 

 
 
・
山
上
眞
依
(
ゼ
ロ
エ
ミ
ỿ
シ
ἂ
ン
を
実
現
す
る
会
・
国
立
) 

  
 

 
 

休
憩 

13
時
55
分
卛
14
時
05
分 

 

３
⁔—— 

記
念
講
演
助
言
葉
が
自
由
に
行
き
交
う
心
地
良
さ
努—— 

14
時
05
分
卛
15
時
05
分 

 
 

 
 

講
演
⽇
⾧
谷
川
宏
(
哲
学
者
) 

       
 

 
 

全
体
質
疑
・
閉
会
あ
い
さ
つ 

15
時
05
分
卛
15
時
30
分 

 

国立市公民館 70 周年記念 式典・リレートーク・講演 

11 月 2 日(日)13:00~15:30 @国立市公民館 地下ホール 

 公民館が開館して７０周年を迎える１１月に、「ともに学ぶ」ことの意味
や公民館のあり方について、みなさんと考えるイベントとして開催します。 

(共同企画・運営：70 周年事業をともに考える会) 

※進行により時間が前後する可能性があること、

記録用に写真撮影・録音を行うことについて、

あらかじめご了承ください。 

ヘ
ổ
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
翻
訳
書
や
『
日
本
精
神
史
』(
講
談
社
)

な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
在
野
の
哲
学
研
究
者
。
公
民
館
で
は
、
２
０

０
４
年
よ
り
市
民
と
哲
学
書
を
講
読
す
る
連
続
講
座
の
講
師
を
務
め
、

市
民
に
よ
る
哲
学
書
の
読
書
会
が
生
ま
れ
る
き
ỵ
か
け
を
創
ら
れ
た
。 

当日は来館者の方に、国立市公民館開館７０周年を

記念してオリジナル缶バッチを配布します！ 

次第

喫茶「わいがや」の飲み物

（コーヒー等）を会場にて

特別価格で提供します。 
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月
第
一
土
曜
日
午
後
に
、
自
分
た
ち
で

選
ん
だ
一
冊
の
哲
学
書
を
下
敷
き
に
、

激
し
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
最
近
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
「
100
分
で
名
著
」
で

も
や
っ
て
い
た
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
の
中
庸
な
考

え
方
が
、
現
代
を
生
き
る
自
分
た
ち
に

も
あ
る
種
の
参
考
に
な
る
よ
ね
と
話
し

合
っ
た
り
、『
人
間
の
条
件
』
で
ハ
ン

ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
言
う
人
間
の
条
件

は
政
治
参
加
で
し
ょ
と
い
う
私
の
解
釈

に
皆
が
賛
否
を
呈
し
た
り
す
る
。
そ
し

て
、
参
加
者
た
ち
は
新
た
な
月
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
場
に
散
っ
て
い
く
。

２０
年
の
間
に
、
参
加
者
は
様
々
入
れ

替
わ
っ
た
。
別
の
活
動
に
旅
立
っ
た
若

い
人
た
ち
、
物
故
し
た
方
た
ち
、
読
書

会
に
参
加
し
つ
つ
地
域
の
活
動
に
活
躍

す
る
人
、
新
た
に
他
市
か
ら
は
る
ば
る

参
加
し
て
来
る
人
、
日
常
か
ら
離
れ
て

爽
や
か
な
時
間
が
過
ご
せ
る
と
言
っ
て

く
れ
た
困
難
を
抱
え
た
人
…
…
。

私
自
身
は
、
哲
学
講
座
そ
し
て
哲
学

読
書
会
こ
そ
「
自
己
学
習
と
相
互
学
習

で
学
ぶ
こ
と
の
最
た
る
も
の
」、
人
生

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
某
所
で
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
佐
藤
一
子
さ
ん
の「
九
条
俳
句
訴
訟
」

の
お
話
を
聴
い
た
。
さ
い
た
ま
市
公
民

館
だ
よ
り
で「
梅
雨
空
に『
九
条
守
れ
』

の
女
性
デ
モ
」
の
俳
句
が
不
掲
載
と
な

り
、
作
者
が
提
訴
、
最
高
裁
で
勝
訴
と

な
っ
た
件
で
あ
る
。

お
話
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
作
者

の
属
す
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル「
俳
句
会
」

は
お
互
い
に
批
評
す
る
こ
と
で
深
い
相

互
学
習
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
の
弁

護
士
解
釈
、
佐
藤
さ
ん
が
他
の
公
民
館

へ
の
電
話
取
材
で
聞
い
た
、
公
民
館
は

文
化
創
造
を
し
て
い
て
、
地
元
文
化
人

と
市
民
の
活
動
に
公
民
館
側
で
意
見
は

言
い
ま
せ
ん
と
い
う
回
答
。

２０
年
前
、
公
民
館
の
職
員
さ
ん
の
一

人
が
在
野
の
哲
学
者
・
長
谷
川
宏
さ
ん

を
見
つ
け
て
、
企
画
し
て
く
れ
た
哲
学

講
座
「
長
谷
川
宏
さ
ん
と
読
む
一
冊
の

本
」
は
、
ま
さ
に
日
々
を
暮
ら
す
市
民

と
地
元
文
化
人（
先
生
は
近
隣
市
在
住
）

の
、
互
い
に
議
論
を
す
る
相
互
学
習
の

場
で
あ
る
と
改
め
て
気
が
つ
い
た
。

そ
し
て
、
講
座
が
始
ま
っ
た
直
後
に

生
ま
れ
た
、
私
た
ち
の
自
主
サ
ー
ク
ル

「
哲
学
読
書
会
」
も
２０
年
に
な
る
。
毎

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

2004年度より開講してきた公民館主催の哲学講座「長谷川宏さんと読む一冊の本」は、今年度で20回目を迎え
ます。これを機に20年間の哲学講座と講座から生まれた「哲学読書会」の活動をふり返る文章を市民の方にお寄
せいただきました。初参加の方もぜひご参加ください。

哲学講座が20年目を迎えます

講　師　長谷川　宏（哲学者）

ヘーゲルの翻訳や哲学研究で多くの著作がある長谷川
宏さんを講師に、１０月に刊行された自著『日本精神史　
近代篇　上』をテキストとして「哲学講座」を開講します。

幕末の大転換期から２０世紀の終わりにいたるまでの１３０
年に及ぶ時代の精神を、美術・思想・文学の三領域にわ
たる文物や文献から長谷川さんと読み解いてみませんか。

人々の作り出した近代における壮大かつ激しい精神の
大河を、５回にわたって探求します。

※ テキストの『日本精神史　近代篇　上』（講談社選書
メチエ）をご用意ください。

〈長谷川さんの著訳書〉
ヘーゲル『精神現象学』（作品社）の翻訳でドイツ連

邦政府翻訳賞受賞。『初期マルクスを読む』（岩波書店）、
『高校生のための哲学入門』（ちくま新書）、『ことばを
めぐる哲学の冒険』（毎日新聞社）、『双書哲学塾　生活
を哲学する』（岩波書店）、『ちいさな哲学』（春風社）ほ
か多数。

と　き　1月１３日、２０日、２7日、２月１０日、１7日（全５回）
いずれも土曜日、昼２時～４時

ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）※原則全回出席できる方

 市内在住者優先、定員に達しない場合は市外在
住者も参加可能

申込先　市内在住の方　１２月１２日（火）朝９時～
市外在住の方　１２月１９日（火）朝９時～
公民館☎（５７２）５１４１

〈哲学講座〉〈哲学講座〉

長谷川宏さんと読む『日本精神史 近代篇 上』長谷川宏さんと読む『日本精神史 近代篇 上』

講師の長谷川宏さん

▲哲学講座の様子

地
域
の
公
民
館
で
、
大

人
が
学
ぶ
と
い
う
こ
と

哲
学
読
書
会
　
富
田
　
和
枝
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長
谷
川
宏
さ
ん
の
国
立
市
公
民
館
で

の
哲
学
講
座
が
今
年
度
で
２０
年
目
に
な

る
と
知
り
、
長
き
に
わ
た
り
、
雪
の
日

も
、
講
座
を
欠
か
さ
ず
市
民
の
た
め
に

続
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
は
難
解
だ
と
思
わ
れ
た
テ

キ
ス
ト
も
講
座
で
共
に
読
む
こ
と
で
異

な
っ
た
視
点
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
気

づ
き
に
は
発
見
の
楽
し
さ
が
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
哲
学
思
想
も
私
た
ち
の
ふ
つ
う

の
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
学
べ
た
、
市
民
講
座
ら
し
い

貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

講
座
の
中
で
は
長
谷
川
先
生
が
書
物

の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、主
宰
す
る"
赤

門
塾
"
で
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

真
剣
に
向
き
合
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
う

し
た
現
場
を
大
切
に
し
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
美
術
、
文
学
な
ど
作

品
へ
の
向
き
合
い
方
、
戯
曲
は
赤
門
塾

の
演
劇
祭
な
ど
塾
の
行
事
と
も
深
く
関

係
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

長
谷
川
先
生
は
、
私
が
初
め
て
参
加

し
た
２
０
０
５
年
の
テ
キ
ス
ト
『
同
時

代
人
サ
ル
ト
ル
』（
講
談
社
学
術
文
庫

２
０
０
１
年
）の
著
者
あ
と
が
き
に「
サ

ル
ト
ル
を
論
じ
つ
つ
日
本
の
戦
後
と
い

う
自
分
の
生
き
た
時
代
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
」

と
す
で
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
近
代
か
ら
戦
後
に
い
た
る
ま

で
を
描
く
と
い
う
思
い
を
実
現
さ
れ
た

『
日
本
精
神
史　

近
代
篇
』
の
講
座
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

哲
学
講
座
に
つ
い
て

哲
学
読
書
会
　
石
垣
　
礼
子

開講年 使用テキスト 著者 出版社

2004 『社会契約論』 ルソー 岩波文庫

2005 『同時代人サルトル』 長谷川宏 講談社学術文庫

2006 『美術の物語』 ゴンブリッチ ファイドンジャパン

2007 『先祖の話』 柳田国男 ちくま文庫

2008 『芸術の体系』 アラン 光文社古典新訳文庫

2009 『自由論』 ミル 光文社古典新訳文庫

2010 『経済学・哲学草稿』 マルクス 光文社古典新訳文庫

2011 『ハムレット』『リア王』 シェイクスピア 白水社

2012 『曽根崎心中』『心中天の網島』近松門左衛門 新潮社

2013 『徒然草』 吉田兼好 岩波文庫

2014 『忘れられた日本人』 宮本常一 岩波文庫

2015 『日本精神史（上）』 長谷川宏 講談社

2016 『日本精神史（下）』 長谷川宏 講談社

2017 『日本精神史（上）（下）』 長谷川宏 講談社

2018 『幸福とは何か』 長谷川宏 中公新書

2019 『戦後思想を考える』 日高六郎 岩波新書

2020 『苦海浄土』 石牟礼道子 講談社文庫

2021 『柳宗悦』 鶴見俊輔 平凡社選書

2022 『歴史とは何か』 Ｅ・Ｈ・カー 岩波新書

2023 『日本精神史　近代篇　上』 長谷川宏 講談社選書メチエ

国立市公民館主催「哲学講座」使用テキスト一覧
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